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超高齢社会
大都市の高齢者支援の課題

第
1次ベビーブームのいわゆる団塊の世代

が 65 歳以上の年齢となり，総務省が発

表した 2013 年 9 月 15 日時点の推計人口による

と 65 歳以上の人口は 3186 万人，総人口に占め

る割合は 25.0% となっています．高齢者の割合

が 21% を超えると国際的に超高齢社会とされ

ますから，わが国は超高齢社会に突入していま

す．団塊世代のジュニアが高齢者となる 2035

年には 33.4% に達すると推測されています．

現在の超高齢社会の特徴は，大都市において

急速に高齢者人口が増えていくこと，高齢者の

間の経済面，健康面の格差が大きく，一様な高

齢者対策では対応できなくなっていること，高

齢者単独世帯の割合が高くなっていくこと，介

護，医療ニーズの複合的ニーズを有する者が多

くなることです．大都市ではすでに孤立死，生

活破綻する高齢者が増加し，生活保護者に占め

る高齢者の割合や高齢者の生活保護率も増加傾

向にあります．また高齢者の社会的孤立の問題

も深刻になってきています．健康日本 21(第 2

次)においてソーシャルキャピタル，健康格差

という言葉が強調されていることにも超高齢社

会の到来が影響していると思われます．

2014 年 6 月に�地域医療・介護総合確保推

進法�が成立するなど，超高齢社会に備えて制

度改正が進められてきていますが，まだ十分と

は言えない状況にあります．

本特集では，高齢者保健福祉月間であることを

機に，超高齢社会における大都市の高齢者を取り

巻く問題について，考えてみることにしました．
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